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2 0 1 1 年 1 0 月 9 日 ( 日)

開場/ 1 3 :0 0 開演/ 1 3 :3 0

若林区文化センタ ー ホ ー ル

親子室 ･ 車椅子席あり
入 場 無 料

私たちの音楽を聞いて下さる皆さんが

. 少しセも笑顔になれますように

前を向いて進んでいく力になりますように
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の ため の第 一

( G . ホル スト)

All W i s h e s - す べ て の 軌 ､ を込 め て - ( 清水大輔)
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後援= 仙 台市教育委員会 若林区 宮城県吹奏楽連盟

摺r 轍 撒蓬 芸 J P # 宇 " = 0 河北新 軌 r D 地 駅 運島貫臓室



u 栗 苫芦U ノ釈 宍 秤 堺L ｣ 閃 4 ノ
r

J ヲ ヽ O t E し U ノヽ■ 7 rト
'

I ? ' P ー 一
丁
､ ､ ー ー ' 戸 , l

l ~ r r l r ー

- ー l I

幅広い活動ガできる葉 脈 11O ､ より多< 0) 方
々に吹奏楽に親しんで 願 たい』という 鵬 の下

に世立されましr= ･

以来､ 初めて若林区に活動拠点を 臥 ＼た社会人
一 般吹奏楽 配 して ､ 地域の留 針 らのご理解と

ご支援を 願 ながら

活 軌 て参りましr= ｡ 現在もr苦 帆 は
～

地域密 r を称入 定 - 集会や地域イ
ベントをメインに 細 を続けています･

★｢サンライズコンサ
ー ト｣ とは

2 011 年 3 月11 日
-

一 - - - こ0) E)を現に､ 私達を取り巻< 環境は大き< 変化してしまい
ました･

当団の活動本拠地である若林区は栗災で大きな被害を受け､ 当団員
もそれ牢で当たり前に存在していた様

々 なもの

を失い､ 心身ともに大きな捕手を受けました･

市内で活動する数々 の楽屈ガ､ 思うような活動ガできな< な
っている中､ 姻 は震災後比較的早い段階で活動を再開

することガ出来 乱 た. rかような玉大な時局に音楽どころ
ではない｣ との批軌 また - 鼻自身の 棚 もある中､ 楽器

を演奏し､ 聴いて下さる皆さんに音楽を届けてい< 内に､ 私達はある
ことに気が付いた0) です｡

倣 b < ^ 々威かク可変く 腰 掛 彦 - 玖 人の畝 J6 a )& を揮う 訊 I < 古m j 不参a ､ t ･

私達は､ 裏災以前に戻ることは出来ませんガ､ あの日の前と同じよ
うに演奏し続けることを心0)支えとし､ 私達の音楽

を 軌 1 て下さる皆さん 机 少しでも笑跡こなれますように､ 前を向
いて進んでい< 力になれますように､ と0) 頗いを胸に､

本来は｢第 11 国定期演奏芸｣ として開催を予定しておりましたこの日に､ 特別
な演奏会を開< ことを決意しました･

★曲目範介
● 妙

作曲者の清水大輔はr この作品に今の現状をメディアなどを通して見る限
り『蘇張って下さい ･ 比軽々し< 嘗え 軌 1

･ t ･ と思い ､ 曲を沸してくまた同じ思いの奏者の方々 の気持ちも
ー

緒に)『何別 を伝えられれば幸いです･｣ と漕 って

います.

● ク 仰

アフリカの飢餓･辛西書を解消する目的で作られたキヤンベ
-
J ソングで ､ マイケル

･ ジャクソンとライオネル
･リッチ

ー

ガ作詞･ 作曲した作品です｡ 近年では､ 2 010 年1 月12 日のハイチ地震による被
災者支援のためリメイクされだぼかり

でな< ､ 各地の東日本大乗災チャリティでも多< 歌われています｡

★指揮 : 戸由 博美 (とだ ひろみ)

広島県出身o 尚美学園短期大学音楽学科および東京
コ ンセ ル ヴァトワ

ー ル 尚美音楽社会研究コ
ー ス卒業o 第8 回埼玉県

新人演奏会出免 税在仙台フィル ハ
ー モ ニ ー

管弦楽団トラン
ペ
ット奏者｡

20 11 年 3 月 11 日. あの日払は旭ヶ丘の青年文化センタ
ー コンサ 十 ホ

ー ルのステ
ー ジ上で本番前のリハ

ー サルの準傭

をしていました ｡ 突然大きな揺れを感じ､ 急いで客席に降りて 身を小さ< して天井を見上げて
ました｡ こんな凄まじ< ､

とてつもな< 長< 激しい地禁は今まで桂瀬したこともないもので ､ 上から
の落下物かないよう祈り耐えるしかありません

でした｡ 幸い怪我もな< 無事に外へ出る事ガできましたが債号は消え､ マンホ
ー ルからは水ガ勢いよ< 溢れ出してるのを

みてこれはただ事ではないと瞬時に感じました･ しばら< ラジオでしか情報
を知る事かできす次々 入って < る0) は到底

債じられ 乱 1 事ばかりでした｡ その後テレビの映像を初めて見た時､ あまりの恐怖で身ガ凍り
つきました ｡ 同時に突然の

大きな津波に事われ亡< なられた方々 に
- 私は生きてしまって申し訳ない 乱 1 でいっ ぱい になりました ･ 音楽を演奏

するしかできない自分自身の無力さに情けな< もなりました･i / かし現役の演奏家である以上は今す
ぐにでも本番ガで

きるように準備練習する事ガ私ガやるぺき事であり､ そして本当に多< の方々 のご協力で所nt
しております仙台フィル､

私自身も再び演奏 出来る事に深< 感材すると共に､ いただいたこ の命ある限り少しでも人の為に微力な
がら尽 せます

ように｡ そして 1 日1 日を大切にこれからの人生をしつかりと歩んでいきます･

本臼若林区吹奏楽団の皆様と
一 緒に演奏させていただける私はとても

ー 嘗では表せない位､ 本当に港しい気持ちで

い っぱいです｡
一

期
一

会の心で精
一 杯演奏させていただきた< よろしくお辞し1 いたします｡ 感触の気持ちを持って

･

戸由 博美




